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運用報告書（全体版） 

ワールド・リート・オープン
（１年決算型） 

 

 
 

第16期（決算日：2024年６月10日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「ワールド・リート・オープン（１

年決算型）」は、去る６月10日に第16期の決算を行いま

した。ここに謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／不動産投信 

信 託 期 間 無期限（2008年11月４日設定） 

運 用 方 針 
ファミリーファンド方式により、安定した収益の確保と
信託財産の着実な成長を目指して運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

ワールド・リート・オープン マザーファ
ンド受益証券 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

世界各国の上場不動産投資信託（リート） 

運 用 方 法 

・世界各国の上場不動産投資信託に分散投資します。 
・ポートフォリオの構築は、トップダウンで国や地域、

セクター配分等を決定し、ボトムアップで個別銘柄を
選定するという、２つのアプローチ（運用手法）の融
合によって行います。 

・相対的に割安で好配当が期待される銘柄に投資し、安
定した配当利回りの確保と、値上がり益の獲得を目指
します。 

・実質外貨建資産については、原則として為替ヘッジを
行いません。 

・マザーファンドの運用の指図に関する権限を、モルガ
ン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・
インクに委託します。また、モルガン・スタンレー・
インベストメント・マネジメント・インクは運用指図
に関する権限の一部を、モルガン・スタンレー・イン
ベストメント・マネジメント・リミテッドおよびモル
ガン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・
カンパニーに更に委託することができます。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

・ 主要投資対象とする投資信託証券、コ
マーシャル・ペーパーおよび短期社債
等以外の有価証券への投資は、債券買
い現先取引に限ります。 

・ マザーファンドへの投資割合は、制限
を設けません。 

・ 投資信託証券への実質投資割合は、制
限を設けません。 

・ 外貨建資産への実質投資割合は、制限
を設けません。 

・ 同一銘柄の投資信託証券（マザーファ
ンドを除きます。）への実質投資割合
は、当ファンドの純資産総額の10％以
内とします。 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

・ 主要投資対象とする投資信託証券、コ
マーシャル・ペーパーおよび短期社債
等以外の有価証券への投資は、債券買
い現先取引に限ります。 

・ 投資信託証券への投資割合は、制限を
設けません。 

・ 外貨建資産への投資割合は、制限を設
けません。 

・ 同一銘柄の投資信託証券への投資割合
は、信託財産の純資産総額の10％以内
とします。 

分 配 方 針 

毎年６月10日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、
収益分配方針に基づいて分配を行います。分配対象額の
範囲は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含
みます。）等の全額とします。基準価額水準、市況動向、
運用の効率性等を勘案して、分配金額を決定します。（た
だし、分配対象収益が少額の場合には分配を行わない場
合もあります。）  

  
 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の成長を優先
し、原則として分配を抑制する方針とします。（基準価
額水準や市況動向等により変更する場合があります。） 

◇MUZ-149027-0000-20240610◇ 
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

ファンドマネージャーのコメント
　当期間（過去１年間）の運用で主眼においたポ
イントをご説明させていただきます。

不動産への直接投資と比較して割安と判断される
銘柄を中心に投資を行いました。

【第16期末における主なリート市場への投資比率
と投資のポイント】

◎北米（アメリカ72.6％、カナダ1.5％）
　アメリカ市場においては、期間の初めから2023
年末にかけて、米景気の下振れを示すデータや中
央銀行のハト派的な発言が利下げ期待を強める中、
堅調な展開となりました。その後、インフレ指標
の高止まりを受けて、利下げ開始タイミングの後
ずれが意識される中、2024年４月にかけて軟調な
推移となったのちに上昇したものの、株式市場と
比較すると出遅れが目立ちました。
　米国の金利急騰を受けた資金調達コストの上昇
などを背景に不動産取引が低調なため、不動産価
値の評価が難しくなっており、当面は上場不動産
やリート市場での買収も手控えられると見ていま
す。なお、リート市場と比較して、価格調整が遅
れていた私募不動産ファンドの調整も進んでおり、
今後、インフレ鈍化や金融緩和への転換が明確に
なるにつれて、不動産取引の正常化が進むと想定
されます。引き続き、私募不動産ファンドの投資
待機資金は高水準であることから、不動産取引の
正常化が進んだ場合には、純資産価値（ＮＡＶ）
と比較して株価及び投資口価格が割安な上場不動
産やリートを買収する動きが強まると見ています。
　産業用施設リートの業績は好調を維持し、既存
物件の営業収益は一桁台後半の伸びを維持してい
ます。新規物件の賃料の伸びは歴史的な高水準か
ら緩やかになり、一部地域の物件では供給リスク
が高まっているものの、市場実勢賃料と既存契約

賃料の差が大きいことから、高い賃料の伸びが引
き続き見込まれており、今後数年間は堅調に推移
すると予想しています。住宅リートは堅調に推移
しました。集合住宅の供給が特にサンベルト市場
において増加していることは懸念材料ですが、住
宅ローン金利の上昇と住宅価格の上昇から住宅の
取得が難しくなっており、集合住宅の賃貸需要が
増加する可能性が高いと見ています。同様に倉庫
リートも、住宅市場の減速を受けて、賃料上昇は、
コロナ禍の急速な上昇と比較して通常の上昇速度
に収れんしておりますが、新規供給は抑制的なた
め、現在の水準で落ち着くと見ています。オフィ
スリートは軟調な推移となりました。リーシング
と賃料の低迷、稼働率の低下、経費の高騰、在宅
勤務の普及によるオフィス・スペースの合理化に
加えて、オフィスリートの財務レバレッジの上昇
など、他の不動産用途と比較してもファンダメン
タルズには懸念が多く、引き続き慎重に見ていま
す。一方、コロナ禍で事業環境が厳しかった小売
りリートやホテルリートの業績は回復し、小売り
リートについては投資口価格も堅調に推移しまし
た。ホテルリートのファンダメンタルズは、観光
中心の市場はコロナ後に過去最高水準を更新後、
足元では鈍化している一方、出張需要依存度の高
い一部都市は回復基調にあります。出張、カン
ファレンス、海外からのインバウンド需要は当面
回復が続くと予想され、ホテルリートのファンダ
メンタルズの継続的な改善を促すと見ています。

◎オーストラリア　7.4％
　オーストラリア市場は堅調な推移となりました。
オフィスリートについては、今後の新規供給や需
要の低迷、高い水準の金利が維持されることなど
から、不動産価値の低下圧力が強まり、ファンダ
メンタルズの悪化が継続するとみています。住宅
リートについては、住宅不足、出稼ぎ者数の多さ、
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

賃金上昇、賃料高騰などがサポート要因となり、
相対的な魅力度は高いとみています。

◎日本　7.1％
　日本市場は軟調な推移となりました。東京を中
心とするオフィス市場は、在宅勤務が普及しにく
い文化や社会的な背景などが下支えし、世界最低
水準の空室率を誇っており、引き続き世界的な投
資資本の流入が予想されます。アジアのリート市
場のなかでは、依然としてＮＡＶ対比でのバリュ
エーションにおける投資妙味が薄い一方で、円安
や低い借入コストから海外からの投資フローは続
くと見ており、過度に弱気にはみていません。

◎アジア（除く日本）（シンガポール1.3％、香港
0.5％）
　シンガポール市場では、オフィスリートについ
ては新規供給が限られるものの景気鈍化見通しか
ら賃料上昇は限定的と予想される一方、小売り
リートについてはコンビニエンス・ストア等の食
品小売り中心の物件は安定した状況が続きました。
シンガポールは地政学リスクの低い安全な投資先
と見られています。香港では、依然として特にオ
フィスの需要において地政学的リスクが懸念され
ます。小売りリートは中国本土からの旅行客の動
向が注目されます。住宅リートは高金利の影響が
懸念されます。

◎欧州（イギリス4.1％など）
　インフレ率の鈍化と利下げへの期待から堅調な
推移となりました。大陸欧州については、在宅勤
務の普及の影響は、アメリカ及びイギリスの影響
よりも緩やかな一方、長期に亘ると予想されます。
そのような中でも、クオリティの高い物件への需
要増は顕著です。ロンドンのオフィス需要は二分

化しており、地球環境に配慮した高クオリティの
物件への需要は堅調です。英国では、ショッピン
グセンターの賃料と不動産価格のさらなる下落が
予想される一方、大型物件では安定化の兆しが見
られます。生活必需品やコンビニエンス・ストア
中心の小売り物件を選好する一方、力強い消費の
回復というファンダメンタルズを考慮し、裁量支
出メインの小売り物件にも前向きな見方を強めて
います。
　物流の国内回帰（オンショアリング）やサプラ
イチェーン再構築が引き続き注目され、新規供給
が非常に少ない環境の中、空室率の低さが賃料の
伸びにつながっている産業用施設の需要は引き続
き堅調です。

モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・インク
運用総責任者※：　ローレル・ダーキー

※運用委託先のグローバル・リート運用における運用総
責任者です。
※上記は、ＭＳＩＭグループ（モルガン・スタンレー・
インベストメント・マネジメント・グループ）の資料
を基に、三菱ＵＦＪアセットマネジメントが作成した
ものです。

（注）上記の投資比率はマザーファンドにおける対純資
産比率です。
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ 
指 数 ( 円 換 算 ) 

米 ド ル 為 替 
(円／米ドル) 

豪 ド ル 為 替 
(円／豪ドル) 

ユ ー ロ 為 替 
(円／ユーロ) 

投資信託 
証  券 
組入比率 

純資産 
総 額 

(分配落) 
税込み 
分配金 

期 中 
騰落率 

 
期 中 
騰落率 

 
期 中 
騰落率 

 
期 中 
騰落率 

 
期 中 
騰落率 

 円 円 ％  ％ 円 ％ 円 ％ 円 ％ ％ 百万円 

12期(2020年６月10日) 20,735 10 △17.4 32,323 △ 8.1 107.79 △ 0.7 74.81 △ 1.4 122.26 △ 0.5 98.1 12,623 

13期(2021年６月10日) 26,357 0 27.1 42,466 31.4 109.65 1.7 84.69 13.2 133.49 9.2 98.7 1,078 

14期(2022年６月10日) 28,227 10 7.1 47,469 11.8 134.22 22.4 95.19 12.4 142.54 6.8 98.5 870 

15期(2023年６月12日) 26,760 10 △ 5.2 46,221 △ 2.6 139.43 3.9 94.09 △ 1.2 149.82 5.1 97.3 801 

16期(2024年６月10日) 31,717 10 18.6 54,796 18.6 157.01 12.6 103.23 9.7 169.23 13.0 98.4 773 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） 参考指数は、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（円換算）です。Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（配当込み）米ドル建ての基準日前営業日の指数

値を基準日のわが国の対顧客電信売買相場の仲値により三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社が円換算したうえ設定時を10,000

として指数化したものです。 

 Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数とは、Ｓ＆Ｐダウ・ジョーンズ・インデックスＬＬＣが公表している指数で、先進国の不動産投資信託

（ＲＥＩＴ）および同様の制度に基づく銘柄を対象に浮動株修正時価総額に基づいて算出されています。同指数はＳ＆Ｐダウ・ジョー

ンズ・インデックス（Ｓ＆Ｐ ＤＪＩ）の商品であり、これを利用するライセンスが三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社に付与さ

れています。Ｓ＆Ｐ ＤＪＩは、同指数の誤り、欠落、または中断に対して一切の責任を負いません。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ 
指 数 ( 円 換 算 ) 

米 ド ル 為 替 
( 円 ／ 米 ド ル ) 

豪 ド ル 為 替 
( 円 ／ 豪 ド ル ) 

ユ ー ロ 為 替 
( 円 ／ ユ ー ロ ) 

投資信託 
証  券 
組入比率 

 騰 落 率  騰 落 率  騰 落 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ 円 ％ 円 ％ 円 ％ ％ 

2023年６月12日 26,760 － 46,221 － 139.43 － 94.09 － 149.82 － 97.3 

６月末 27,790 3.8 47,926 3.7 144.99 4.0 95.77 1.8 157.60 5.2 98.0 

７月末 27,794 3.9 48,256 4.4 140.97 1.1 93.96 △ 0.1 155.35 3.7 98.6 

８月末 28,371 6.0 48,985 6.0 146.20 4.9 94.78 0.7 159.84 6.7 97.3 

９月末 27,034 1.0 46,324 0.2 149.58 7.3 96.06 2.1 158.00 5.5 98.1 

10月末 25,669 △ 4.1 43,812 △ 5.2 149.51 7.2 95.19 1.2 158.66 5.9 98.8 

11月末 27,967 4.5 48,039 3.9 147.07 5.5 97.45 3.6 161.51 7.8 99.1 

12月末 29,655 10.8 51,711 11.9 141.83 1.7 96.94 3.0 157.12 4.9 98.4 

2024年１月末 29,465 10.1 51,264 10.9 147.55 5.8 97.16 3.3 159.97 6.8 98.6 

２月末 30,130 12.6 51,984 12.5 150.67 8.1 97.88 4.0 163.25 9.0 98.6 

３月末 31,234 16.7 54,116 17.1 151.41 8.6 98.61 4.8 163.24 9.0 97.3 

４月末 30,726 14.8 53,234 15.2 156.90 12.5 102.96 9.4 168.12 12.2 98.1 

５月末 31,240 16.7 53,922 16.7 156.74 12.4 104.01 10.5 169.78 13.3 98.3 

(期  末)            

2024年６月10日 31,727 18.6 54,796 18.6 157.01 12.6 103.23 9.7 169.23 13.0 98.4 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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運用経過
第16期：2023年６月13日～2024年６月10日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

（百万円）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

2023/６/12 2023/10/５ 2024/２/５ 2024/６/４

純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛 分配金再投資基準価額：左目盛

参考指数：左目盛

第 16 期 首 26,760円
第 16 期 末 31,717円
既払分配金 10円
騰 落 率 18.6％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

ワールド・リート・オープン（１年決算型）

― 5 ―

03_コメント-費用-TER_10pt_1018512.indd   503_コメント-費用-TER_10pt_1018512.indd   5 2024/07/17   12:55:552024/07/17   12:55:55



4

ワールド・リート・オープン（１年決算型）

基準価額は期間の初めに比べ18.6％（分配金再投資ベース）の
上昇となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

為替市場において米ドルなどが対円で上昇したことなどが、基準
価額の上昇要因となりました。
米国のインフレ率の鈍化や主要中銀による利上げサイクルの終了
観測の高まりなどが好感された局面で堅調に推移し、保有銘柄が
上昇したことなどが基準価額の上昇要因となりました。
個別銘柄では、オーストラリアを中心に物流施設などを手掛ける
「GOODMAN GROUP」（産業用施設／オーストラリア）に
加え、シニア住宅などを手掛ける「WELLTOWER INC」（ヘル
スケア／アメリカ）などの保有が基準価額にプラスに寄与しまし
た。

上昇要因

ワールド・リート・オープン（１年決算型）
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

第16期：2023年６月13日～2024年６月10日

投資環境について

先進国リート市況
先進国リート市況は、期間を通してみる
と上昇しました。
期間の初めから2023年10月にかけては、
米国リートの良好な四半期決算などが好
感される局面はあったものの、米国を中
心とした金融引き締め観測の高まりなど
から金利が上昇したことや中東の地政学
リスクの高まりなどが嫌気され、下落し
ました。11月から12月にかけては、米国
のインフレ率の鈍化や主要中銀による利
上げサイクルの終了観測の高まりなどを
受けて上昇しました。2024年１月から４
月にかけては、米国においてインフレ圧
力の根強さが確認され、米連邦準備制度
理事会（ＦＲＢ）による利下げ観測後退
などを背景に各国金利が上昇したことや、
中東情勢の悪化などから下落しました。
その後は、米国の雇用統計やインフレ指
標の結果などを受け、米国金利が低下し
たことなどがプラス材料となり上昇し、
期間を通してみると上昇しました。
国・地域別では、アメリカやオーストラ
リアの上昇などがプラスに寄与しました。
不動産用途別では、ヘルスケアや産業用
施設の上昇などがプラスに寄与しました。

為替市況
当ファンドが投資している投資先通貨
（円を除く）は、対円で上昇しました。
米ドルの対円レートは、日本銀行による
長短金利操作（イールドカーブ・コント
ロール）の修正を受けて、円高が進む局
面があったものの、日米の金利差が開い
た状態が続くとの見方などを背景に上昇
しました。

ワールド・リート・オープン（１年決算型）
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

当該投資信託のポートフォリオについて

ワールド・リート・オープン（１年
決算型）
ワールド・リート・オープン　マザー
ファンド受益証券を主要投資対象とし、
組入比率を高位に保ちました。また、実
質外貨建資産に対して為替ヘッジを行い
ませんでした。

ワールド・リート・オープン　マザー
ファンド
世界各国の上場不動産投資信託を主要投
資対象として分散投資を行いました。
ポートフォリオの構築は、トップダウン
で国や地域、セクター配分等を決定し、
ボトムアップで個別銘柄を選定するとい
う、２つのアプローチ（運用手法）の融
合により行いました。なお、運用の指図
に関する権限は、モルガン・スタン
レー・インベストメント・マネジメン
ト・インクに委託しています。不動産へ
の直接投資と比較して（ＮＡＶ対比）割
安と判断される銘柄や収益マルチプルの
観点で割安な銘柄への投資を継続しまし
た。また、配当性向や負債依存度、業績
動向などを考慮のうえ、割安度合いの修
正による価格上昇への確信度に応じて、
各国・地域や各不動産の用途に対する投
資配分や組入銘柄の組入比率を変更しま
した。

当期間は、不動産への直接投資と比較し
て（ＮＡＶ対比）割安であることに加え
て、収益マルチプルの観点においても割
安と判断される一部の不動産用途を投資
妙味があると判断し、産業用施設などを
高位に組み入れました。企業のＩＴ投資
の積極化による需要増加や人工知能（Ａ
Ｉ）の普及に伴うデジタルデータ量の増
大に加えて、供給制約による賃料上昇の
恩恵などを受けるデータセンターなどの
組入比率を引き上げた一方、専門特化型
などの組入比率を引き下げました。
ポートフォリオの個別銘柄では、小売業
やサービス業向けにネットリースを手掛け
る「ESSENTIAL PROPERTIES REALTY」
（小売り／アメリカ）などを新規に組み
入れた一方、ショッピングセンターを手
掛ける「BRIXMOR PROPERTY GROUP 
INC」（小売り／アメリカ）などを全売
却しました。

国・地域別上位の組入比率
国・地域別上位の組入比率は、期間の初
めのアメリカ70.9％、日本7.9％、オー
ストラリア5.5％などから、期間末にはア
メリカ72.6％、オーストラリア7.4％、
日本7.1％などとしました。

業種別上位の組入比率
業種別上位の組入比率は、期間の初めの

ワールド・リート・オープン（１年決算型）
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

産業用施設20.7％、小売り20.3％、専門
特化型16.0％などから、期間末には産業
用施設17.7％、住宅17.3％、小売り
16.5％などとしました。

ポートフォリオ特性値
配当利回りは、期間の初めの3.85％から
期間末には3.67％となりました。

（注）配当利回りはマザーファンドで保有している
リートの実績配当利回りをマザーファンドの
純資産に対する比率で加重平均した年率換算
配当利回りです。税金・信託報酬等は考慮し
ていません。（出所：Bloombergをもとに三
菱ＵＦＪアセットマネジメント作成）

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（円換算）です。

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

（％）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

2023/６/12 ～ 2024/６/10

ファンド 参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

ワールド・リート・オープン（１年決算型）

― 9 ―

03_コメント-費用-TER_10pt_1018512.indd   903_コメント-費用-TER_10pt_1018512.indd   9 2024/07/17   12:55:592024/07/17   12:55:59



11

ワールド・リート・オープン（１年決算型）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、運用の効率性等を勘案し、次表の通りと
させていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に
留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第16期
2023年６月13日～2024年６月10日

当期分配金（対基準価額比率） 10（0.032％）

当期の収益 10

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 21,999

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

ワールド・リート・オープン（１年決算型）
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

ワールド・リート・オープン（１年
決算型）
引き続き、ワールド・リート・オープン　
マザーファンド受益証券の組入比率を高
位に保ち運用を行っていく方針です。

ワールド・リート・オープン　マザー
ファンド
引き続き、世界各国のリートに分散投資
を行い、リスク分散を図った上で安定し
た配当利回りの確保と長期的な信託財産
の成長を目指します。
当面の運用としては、マクロ環境や実物
不動産市況の変化、リート各社の経営内
容などに着目しつつ、不動産への直接投
資と比較して（ＮＡＶ対比）割安と判断
される銘柄や収益マルチプルの観点で割
安な銘柄への投資を継続していきます。
また、配当性向や負債依存度、業績動向
などを考慮のうえ、割安度合いの修正に
よる価格上昇への確信度に応じて、銘柄
への組入比率を変更していく方針です。
米不動産用途別の投資判断に関して、企
業のＩＴ投資の積極化による需要増加や
人工知能（ＡＩ）の普及に伴うデジタル
データ量の増大に加えて、供給制約によ
る賃料上昇の恩恵などを受けるデータセ
ンターなどを選好する一方、在宅勤務の
普及などを受け需給悪化が懸念されるオ

フィスなどは慎重に見ており、銘柄をよ
り一層選別する方針です。

ワールド・リート・オープン（１年決算型）
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

2023年６月13日～2024年６月10日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 489 1.695 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (284) (0.984) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (174) (0.602) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (32) (0.109) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 19 0.065 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

(投資信託証券 ) (19) (0.065)

(ｃ)有価証券取引税 5 0.016 (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

(投資信託証券 ) (5) (0.016)

(ｄ)そ の 他 費 用 7 0.025 (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (4) (0.013) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (3) (0.011) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.001) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 520 1.801

期中の平均基準価額は、28,861円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.73％です。

総経費率
1.73％

運用管理費用（投信会社）
0.99％

運用管理費用（販売会社）
0.60％

運用管理費用（受託会社）
0.11％

その他費用
0.03％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比

率とは異なります。
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

○売買及び取引の状況 (2023年６月13日～2024年６月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ワールド・リート・オープン マザーファンド 16,582 54,321 70,393 229,736 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2023年６月13日～2024年６月10日) 

 

＜ワールド・リート・オープン（１年決算型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ワールド・リート・オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 18,392 10,538 57.3 41,402 9,279 22.4 

平均保有割合 0.7%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜ワールド・リート・オープン マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
投資信託証券 346 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ信託銀行、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券です。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

○組入資産の明細 (2024年６月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ワールド・リート・オープン マザーファンド 267,472 213,661 769,332 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2024年６月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ワールド・リート・オープン マザーファンド 769,332 98.6 

コール・ローン等、その他 10,804 1.4 

投資信託財産総額 780,136 100.0 
 
（注） ワールド・リート・オープン マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（102,599,360千円）の投資信託財産総額

（111,594,184千円）に対する比率は91.9％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝157.01円 １カナダドル＝114.06円 １ユーロ＝169.23円 １イギリスポンド＝199.72円 

１オーストラリアドル＝103.23円 １香港ドル＝20.10円 １シンガポールドル＝116.06円  

 

 

親投資信託残高 
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年６月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 780,136,467   

 コール・ローン等 10,318,509   

 ワールド・リート・オープン マザーファンド(評価額) 769,332,460   

 未収入金 485,481   

 未収利息 17   

(B) 負債 6,987,116   

 未払収益分配金 243,761   

 未払解約金 319,965   

 未払信託報酬 6,382,271   

 その他未払費用 41,119   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 773,149,351   

 元本 243,761,419   

 次期繰越損益金 529,387,932   

(D) 受益権総口数 243,761,419口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 31,717円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 299,645,544円 

期中追加設定元本額 31,207,518円 

期中一部解約元本額 87,091,643円 

また、１口当たり純資産額は、期末3.1717円です。 

 

○損益の状況 (2023年６月13日～2024年６月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 42   

 受取利息 1,409   

 支払利息 △      1,367   

(B) 有価証券売買損益 128,100,927   

 売買益 146,824,278   

 売買損 △ 18,723,351   

(C) 信託報酬等 △ 13,339,462   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 114,761,507   

(E) 前期繰越損益金 78,518,484   

(F) 追加信託差損益金 336,351,702   

 (配当等相当額) (  343,007,361)  

 (売買損益相当額) (△  6,655,659)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 529,631,693   

(H) 収益分配金 △    243,761   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 529,387,932   

 追加信託差損益金 336,351,702   

 (配当等相当額) (  343,223,871)  

 (売買損益相当額) (△  6,872,169)  

 分配準備積立金 193,036,230   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2023年６月13日～ 
2024年６月10日 

費用控除後の配当等収益額 21,763,793円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 53,764,580円 

収益調整金額 343,223,871円 

分配準備積立金額 117,751,618円 

当ファンドの分配対象収益額 536,503,862円 

１万口当たり収益分配対象額 22,009円 

１万口当たり分配金額 10円 

収益分配金金額 243,761円 

③「ワールド・リート・オープン マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用とし

て、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年１万分の60以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁して

おります。 
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
・ 分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・ 分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

＊三菱ＵＦＪアセットマネジメントでは本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱

い販売会社にお問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

委託会社の商号変更に対応するため、信託約款に所要の変更を行いました。 

2023年10月１日より商号を三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社に変更しました。 

（2023年10月１日） 
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